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ヨツボシサラグモの交尾体勢
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ヨツボンサ ラグモ 説″″̀″Jrr?″̀7み‐力″″″′″αrα は雌雄 とも体長 3mm程 度の小型種である。

その生態に関す る報告は少な く,新 海 ・高野 (1984)に、 「成体出現期は 5～ 7月 ,広 業樹の葉 衷

に多く,時 に シー ト相を張 る」 と記述 されている程度である.竿 者は夜間観察によって野外で本種

の交尾体勢を観察 した.雌 は雄の頭部のドli部を くわえ,1性雄 とも葉か らぶ ら下がっていた.野 外に

おけるサ ラグモのぶ ら 卜が り交にの体勢の報告はこれまでにないようである

嗣杏にあたって使iを 1叉|って下 さった吉円嗣郎,伊 藤浩見の1町氏,共 に観察にあた り,有 益な助

言を して 下さった新海明氏に感謝する

調査地および調査 日

調査地は静岡県駿東剖S小山町須走 (標高 500m)の クマザサ群落である.部』合は1989年 6月 3日

に交に,同 年 6月 5日 に網型の観察を行い,1990年 5月 31日か ら6月 1日 に再び交尾の観察を行 っ

た,

成体lLtの網形

成体雌の対」はササの葉実に作 られていた。相は葉真の表面か らやや浮か して張 られる シ ー ト部

と, シー ト部を 支持する不規則部か ら成 っていた (ほ11).不 規則部の大きさは業の縦方向が 8～

9Cm)横 方向は茉 2枚 にわたっていて 6cm示 ,度 だった 1枚 の葉英に作 られた者せ横 とも小型の

神Jもあった.ク モは シー トの中央下問に戸i庄していた.

本種は夜間造網性で,1989年 6月 5日 (く も!),16時 か ら22時の気温 15～17・C)に は18時30分

か ら相を張 り出す4Al体が見られた
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図 1 成 体雌の網 (11 ,  ササの業の 卜画; 卜)サ サの業の側lhi )点線かササの業の

輸かく,実 線が クモの糸を疾す (スケールは 10 m m )

交尾体勢 と交尾行動

19 8 9年に4組 , 1 9 9 0年に 1組 ,合 わせて 5組 の交|こを観察 したか,交 尾体勢はどのll r雄の組で も

共通であった

クマザサ葉実の1碓の指』の ドに雄がぶ ら 下が ってお りゃll rはド向きの雄の頭部のギ11部を くわえて,

水平に近い体勢になっていた l l Fの糸いぼか ら出た しお り糸は雄の第Ⅳll l l l先端に触れ,葉 莫の雌の

ldまで仲びていた.雄 の 1,  I , I I l各脚の先端は雌のそれぞれσ)脚の先端 と触れ合 うか,仙 れ合 う

位に近づいていた (図 2 a  b )

昨の右仙職はけ町|の外 ll i器/ 1側に師 べされた,雄 の的よ性のin lのうが‖ゎヶ張す ると1司時に雄は 1, I IテI I I
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ヨツボシサラグモの交尾体勢

a                                           b

図 2 交 尾体勢 a,雄 の背面から; b,側 面から.い ずれも |とが雄で下が雌.

各脚をた ぐるように動か し,雌 もそれに応答す るように I,正 各脚を上下に動かす ことがあった.

交尾を最初か ら観察することはできなかった.交 尾途中か ら雌雄分離までを継続観察できた例で

は交尾時間は40分であったが, 1時 間たって も分離せずに交尾 していた組を 2例 確認 した.交 尾時

間は長 く, 1時 間以上続 くものと推定 している.

交尾の終了時には,雄 が雌を引き上げ,葉 裏の網の下面を行 った り来た りしなが ら,双 方が I,

Ⅱ各脚を打 ち合 った.そ の後,雌 は しお り糸を引いて移動,雄 は下へ落下 した り,ほ かの葉へ移動

したりした。雄の血の うは雌雄が離れた直後は膨 らんでいたが,す ぐに しぼんだ.

1989年6月 3日 19時 20分～22時 の間に交尾中の雌雄を 4組 ,lhtの網内に雄が同居 している対を

5組 ,雌 のみ 3例 ,雄 のみ 1例 を観察 した。これ らの雌はすべて成体だった。わずか 2日 後には同

地で交尾行動を しているlML雄を 1組 も発見できなかったことか ら, この日あた りが交尾時期の最終

段階だったと推定 される.

野外でヨツボシサラグモ 説物″acとしa?″α冴″物竹ク物物 の交尾を観察した。交尾は夜間,葉 裏か

ら雌雄がぶら下がる体勢で行われた.
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